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    　監禁花嫁

    　

    みんと

    　

    　

    『好きだよ……、夏か帆ほ……、愛してる……』

    彼の声は柔らかく、優しくわたしの耳をくすぐる。

    聞きなれたその声に安心感を覚えた。彼のそばにいれば大丈夫。

    わたしは幸せになれるんだ……、そう思える。

    幸せに……、幸せに……、幸せに……、幸せに……。

    　

    　

    「ハッ！」

    唐突に夢の中から浮上した。

    「ここ……、どこ……？」

    わたしは自分が、どこにいるのか分からなかった。

    目を開けたのに真っ暗で、何も見えない。

    死んだのだろうか……？

    だったらここは天国……じゃなければ……。

    起き上がろうとして床に手を付くと、畳の感触がした。

    ってことは、どこかの家の中……？

    　

    「誰かっ！　誰かいませんかっ！」

    大きな声を出したつもりだったけど、それは掠れてしまう。

    喉がカラカラで水が飲みたい。なんだかお腹も空いている。

    この場所がどこかも分からない。

    自分が、どんな状況に置かれているのかも分からない。

    「でもわたし、まだ生きてるんだ……」

    　

    次第に目が慣れてくると、薄っすらと自分がいる所が見えてきた。

    ここは、広くはない和室のようだった。

    ただ違うのは、違うのは……。

    「格子……？」

    部屋の一方の壁が格子でできている。座敷牢みたいだ。と思ってから、ゾッとした。

    わたし、どうしてこんな場所にいるんだろ。

    必死に頭をフル回転させるけど、記憶はぼんやりとしていて、曖昧で、はっきりとしない。

    旅に出たことまでは覚えているんだけど……。

    確か、乗る電車を間違えて、慌てて降りた駅は無人で、次にいつ来るかも分からない電車を待っていたら……。

    待っていたら……、そうだ、とっても優しそうな年配の女性に話しかけられたんだ。

    彼女が差し出してくれたお茶を飲んで……、それから……、それから……。

    記憶がない……。

    周囲を見回すと、部屋の中には何もなかった。自分以外の人影もなく、静まり返っている。

    ただ、遠くに風の音が聞こえるような気がする。

    これって……、わたし……、誘拐された……ってこと……？

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    突然、ガタガタと大きな音がした。と思ったら、扉が開いてパッと明かりが点いた。

    部屋の中が急に明るくなって、眩しさに目がチカチカする。

    「父さんが、まさか本当にこんなことをしたなんて……」

    それは野太い男の声だった。

    わたしは目を何度も瞬きさせながら、声の方を見た。

    格子の向こう側にある扉から入ってきたのは、大柄な男だった。

    作業用のズボンに、白の汚れたタンクトップ、小麦色の筋肉質の腕、野性的なゴツゴツとした顔、短く刈り上げられた髪。

    彼はその朴訥な瞳に驚きを浮かべ、わたしを見つめている。

    「あの……」

    言いかけたとき、彼の背後から、年配の男女が入ってきた。

    女には見覚えがあった。わたしにお茶を勧めてくれた人だ。

    二人はどことなく彼に面影が似ている。

    「お前の為だ……、航こう大だい……」

    年配の男は、険しい顔を彼に向け、低い声で言った。

    「こんなことをしてしまって……、ごめんなさいね……」

    年配の女は、わたしの方を見ると、申し訳なさそうに頭を下げた。

    そうして、逃げるように部屋から出て行く。

    わたしは何がなんだか分からず、残った二人の男を見ていた。

    「俺の為って……、でも……、こんな……」

    航大と呼ばれた男は戸惑いを隠せない様子で、年配の男と、わたしとを見比べている。

    「お前の言いたいことは分かっている。でも、母さんもわしもお前の為を思って……、こんなやり方、間違っていることは知ってても、それでも……、もう、この方法しか……」

    苦しげに言葉を紡ぐ年配の男は、今にもその場に倒れてしまいそうなほど、弱々しく見えた。

    彼と似た日焼けした肌、逞しい太い腕、屈強な身体。しかしその全てがどうしてだか小さく思える。

    「父さんゴメン……、俺が不甲斐無いばかりに……、父さんと母さんを追い詰めたのは俺だよ」

    ってことは、彼らは家族ってこと？

    この年配の男が父親で、さっき出て行った女が母親。

    すると、この航大と呼ばれた大柄な男は二人の息子ということに。

    そういわれると、どことなく似ているのも頷ける。

    というよりも、わたしを無視して続けられるこの目の前の茶番はなんなのっ！

    　

    「あのっ！」

    大声を出したつもりだけど、やっぱり声は掠れていて小さな声しかでなかった。

    でも、それは届いたようで、二人はハッと思い出したかのようにわたしを振り返った。

    よく似た親子の瞳がわたしを映している。

    「ここから……、出してくださいっ！」

    こんな昔の牢屋みたいな場所に入れられて、不安だし落ち着かない。早くここから出して欲しい。

    「それは……」

    航大という男は、わたしから顔を逸らして言葉を濁した。

    「それはできん、あんたは、わしらに誘拐されたんだ」

    言葉を継ぐように、彼の父親が言った。

    「あんたには、わしの息子の嫁になってもらう。そして、元気な子供を産んでもらわねばならん」

    えっ……？

    意味が理解できなかった。

    嫁……？

    子供……？

    「な、なにを言ってるんですか……、わたしは、わたしは……」

    わたし、やっぱり誘拐されてたんだ。

    「男に捨てられたんだろう、だったら、わしの息子の嫁になればいいんだ」

    ドキリとした。

    忘れたくても忘れられない、でも考えないようにしていたことだったのに。

    　

    　

    五年も付き合っていた彼氏からプロポーズされたのは、つい一年前のことだった。

    ちょうど、二十八歳になったばかりで、結婚に焦りはじめていたころだった。

    だから、素直に彼のプロポーズを受けた。

    お互いの両親に挨拶を済ませると、式の日取りも、結婚式場も円滑に決まって行った。

    結婚の準備は大変だったけど、楽しかった。

    ウエディングドレスを何度も試着しに行って、何枚も写真を撮って、自分に一番似合う一着を選んだ。

    お料理はどんなものにしようか、式場の飾りつけのコンセプトはどうしようか、招待する人は、引き出物は……。

    そんなことを彼と一緒に考えていると、

    「わたしって結婚するんだなぁ」

    と実感できた。

    彼は結婚したら、専業主婦になって欲しいと言った。

    だから会社には退職届を出した。

    寿退社って、ちょっと古いかなって思いながらも、なんだかみんなよりも一歩先をいったようで、優越感もあった。

    なにもかもが順調、全てが幸せに向かっていた。

    まさか彼が、わたしを裏切ってるとも知らずに……。

    　

    　

    「だからって、どうしてあなたの息子さんの嫁にならなくちゃいけないんですかっ！」

    うっかり結婚が破談になったことを、知らない他人に話してしまったことを後悔した。

    「あんた、仕事も男も失って、死ぬつもりでこんな辺鄙へんぴな田舎へ来たんじゃないのか」

    「えっ！」

    父親だという男の言葉に動揺した。

    別に、死ぬつもりなんて……。

    　

    確かに、彼から浮気を告白されたときはすごく驚いたし、その相手が妊娠してて、彼が向こうを選んだときは、もう死んでしまいたい気分だった。

    会社には退職届を出した後だったし、そうでなくても、結婚が破談になって退職を取り止めますなんて、恥ずかしすぎて言えなかった。

    わたしは何もかもから逃げるように、この旅に出た。

    人生をリセットしたかった。

    そんなのできないって分かってる。

    でも、何かが変わるんじゃないかと思って……、それなのに、こんなことになるなんて……。

    わたしって、どこまで不幸なんだろ。

    ああ……。

    自分が着るはずだったウエディングドレスを身に付けて、彼の隣に違う女が立ってる。

    その上、彼女のお腹の中には彼の赤ちゃんまで……。

    今頃、二人の結婚式が行われているはずだ。

    何もかもが笑えない喜劇みたい……。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    どのくらいの時間がたったのか……。

    畳の部屋を二分したような格子越しに、航大と呼ばれた男と二人、ただ向かい合ったまま座っている。

    わたしは喉の渇きを覚え、渡されたペットボトルの水をゴクゴクと飲んだ。

    先ほどから彼はじっと黙ったまま、何事かを思案しているようにも思えた。

    「あの……」

    沈黙に耐えかねて、口を開くと、彼はハッと顔を上げた。

    「そう言えば、まだ名前を聞いていませんでしたね。俺は朝山航大、さっきここにいたのは父と母です」

    粗野な外見とは違い、その口調は優しく丁寧だった。

    「あなたの名前は？」

    「吉田……、夏帆です……」

    つい答えてしまって、口を押さえた。

    「夏帆……、可愛らしい名前ですね」

    にっこりと微笑まれ、その屈託のない笑顔に、ドキリとしてしまった。

    「あの……、朝山さん、わたし……」

    「航大って呼んで下さい。俺たちは夫婦になるんですから」

    「えっ！」

    うっかりこのまま解放してもらえるんじゃないか、と思い始めていただけに驚いた。

    「俺は両親の気持ちを尊重したい。両親は結婚できない俺の為を思ってこんなことを……、それを無駄にしたくないんです」

    「結婚できないって……」

    彼を上から下までジロジロと見てしまった。

    小麦色の筋肉質な腕、野性的なゴツゴツとした顔、短く刈り上げられた髪、そして、素朴な瞳。

    汚れた作業用のズボンや、同じく汚れたタンクトップは、どうかと思うけれど、そこそこのイケメンだ。

    いや……、かなり、モテるに違いない。

    「そんな風には見えないんですけど……」

    「それはどうも、でも俺、もう三十六歳になるのに、まだ結婚できてないんですよ」

    三十六歳なんだ……、ちっともそんな年齢には見えない。

    でも、この年まで結婚できないって、理想が高いんだろうか？

    それとも、変な性癖でもあるとか？

    「こんな片田舎の漁師と結婚してくれるって女性は、なかなかいなくてね」

    「漁師なんですか……」

    なんとなく合点がいった。

    彼の小麦色の肌や、逞しい身体付きは、漁師をしているせいなのだ。

    「この辺りは、外からも隔絶された辺鄙な場所なので、若い女性は嫌がって嫁にきてくれないんですよ。だから、独身の男がいる家は、女性を誘拐してきて、花嫁としているんです」

    えええっ！

    「そんなこと……、犯罪じゃないですかっ！」

    この現代社会に、そんなことが行われているなんて信じられない。

    でも、実際に誘拐されて、こんな牢屋のような場所に監禁されているのは事実だけど……。

    「ええ、だから両親に、それだけは絶対にして欲しくないと頼んでいたんですが……、こんなことになってしまって、夏帆さんには本当に申し訳ないと思っています」

    きっと、彼は、とてもいい人なのだろう。

    それは話し方や、態度で分かる。

    でも、だからって、こんなことをしていいって事にはならない。

    「だったら……、だったら、わたしをすぐに解放してくださいっ！」

    なんとか説得できないだろうか……。

    「それだけは……、できません。俺は両親を犯罪者にはしたくない」

    彼は苦しそうに顔を歪めた。

    悪いことをしてるって自覚もあるし、きっと、心の中では後悔しているはず。

    「もう、充分犯罪者じゃないですか……、これ以上罪を重ねるのはよくないと思います。今だったら、わたしは警察にも行かないし、なかったことにしますから」

    なんだかこれって、テレビの中で役者が言ってるセリフみたい……。

    「そうだとしても、夏帆さんを解放することはできません。あなたには妻となって、俺の子供を産んでもらいます」

    「そんな……」

    　

    彼はゆっくりと立ち上がると、ガチャガチャと金属音を鳴らしながら、格子の鍵を開けた。

    そうして、扉からのっそりと入ってきた。

    「たとえあなたを解放したとしても、両親は必ずまた同じことを繰り返します」

    一歩、また一歩と、わたしの方へと近付いてくる。

    その足取りに迷いは見られない。

    「や、やめて……近付かないでっ！」

    わたしはずるずると後退った。

    着ている花柄のワンピースの裾がめくれて、足が剥き出しになり、慌てて隠した。

    どうしてワンピースなんて着てきちゃったんだろう……。

    そんな後悔が頭をよぎる。

    「ひ……、人が一人、行方不明になったのよ。きっと警察がわたしのことを探しているわっ！」

    そうだっ！

    きっとそうに違いないっ！

    しかし彼がスッと、その素朴な瞳を細めた。

    不穏な眼差しに不安になる。

    「いいえ、警察なんて事件にならなければ、捜査などしませんよ。ましてやこの日本で、どれだけの人間が失踪していると思いますか？　年間何万人です。とくにあなたは結婚が破談になったばかりで、失踪したっておかしくない。家出人扱いにでもなっていることでしょう」

    そこで言葉を切ると、彼はわたしの目をじっと見つめて言った。

    「断言してもいい、誰もあなたを探しにはきませんよ」

    その言葉に嘘はないように感じた。

    確かに、わたしがこの旅に出たことは誰も知らない。

    結婚が破談になってから、両親や友達とは連絡も取っていないし、会社も辞めてしまった。

    ということは……、誰もわたしを探しに来ないってことじゃないっ！

    ゾッとした。

    ここでわたしが死んだとしても、誰も気付かない……ってことよね……。

    「やっと納得してもらえたようですね」

    「…………っ！」

    　

    無言の返事で、彼は全てを把握したようだった。

    彼の逞しい腕が伸ばされて、そのゴツゴツとした大きな手が、わたしの頬を撫でる。

    ゾゾゾッ……と、怖気が走るようで、全身に鳥肌が立った。

    「わ、わたしを……、レイプ……するの？」

    声に出してみて、そのあまりの生々しさに恐怖を感じた。

    「そんなことはしません……、ただ、俺を好きになってもらいたい。俺もあなたを好きになるから……」

    「そんなこと……」

    彼はにっこりと笑った。

    「あなたが俺とセックスしたくなったとき、あなたの方から求めて欲しい。そうしたら俺はあなたを抱きます」

    真剣な眼差しは、わたしを捉えて放さない。

    「夏帆さん、だから俺を好きになって……」

    「やめてっ！　絶対にそんなことにはならないっ！　人の気持ちは簡単にはあやつれないのよっ！」

    どんなに好きになったって、結局は裏切られて捨てられるだけ。

    元カレがわたしの代わりに、あの女を選んだように……。

    ブワッと涙が溢れて頬を流れた。

    「泣かないで……、大切にしますから……」

    漁で荒れた彼の手はゴツゴツとしていて、でもそっと涙を拭ってくれた。

    この人はきっと優しい人なんだ。

    でも、好きになることはない……。

    だって結婚が破談になったときに、心に誓ったのだ。

    もう誰も愛さないって……。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    遠くに聞こえるのは、風の音だと思っていたが、寄せては返す波の音だったようだ。きっと海が近いのだろう。

    それ以外の音はなく、都会の喧騒が嘘のような静けさだ。

    一度、尿意を覚えて、それを彼に訴えると、この座敷牢から連れ出された。

    格子には鍵がかけられていたが、この部屋から出る扉には鍵はない。

    ただ、建て付けが悪いようで、開閉するたびにガタガタと音が鳴る。

    トイレは、庭を挟んで向こうにある立派な日本家屋にあった。

    なんとかして逃げられないかと周囲を窺ったが、航大がわたしにピッタリと張り付いていてムリだった。

    トイレにある小窓にも格子があって、そこからも逃げられない。

    畳の部屋に戻ったあとは、先ほどまでわたしの傍にいた航大は、なにも言わずに出て行ったままだ。

    いなくなってくれたことにホッとするのと同時に、これから自分がどうなってしまうのか、不安で仕方がなかった。

    　

    ガタガタと音がして、扉が開いた。

    そちらを見ると、航大が、手に盆を持って入ってきた。

    彼を見た瞬間、緊張で身体が強張った。

    「食事です」

    彼は、格子の鍵を開けると、中に足を踏み入れた。

    盆を足元に置くと、再び外へと戻り、今度は小さなちゃぶ台を持って戻ってきた。

    昭和のホームドラマででも見るような、まあるい四足の小さなちゃぶ台。

    それを部屋の中央に置くと食事を並べた。

    ごはんに、煮魚、野菜の煮物や、和え物など。

    定食屋で食べるような夕食だった。

    美味しそうな匂いが、こちらまで漂ってくる。

    二人分あることを不思議に思っていると、

    「じゃあ、食べましょうか」

    と手招きされた。

    「……」

    どうしようか……？

    少し迷って、でも、空腹に負けてしまった。

    おずおずと彼の向かいに座ると、手を合わせた。

    「いただきます」

    味噌汁を一口飲むと、ちゃんと出汁の味のする本格的なものだった。

    「美味しい……」

    「良かった」

    つい漏れたひと言に、航大はにっこりと嬉しそうに笑う。

    「田舎の料理だから、夏帆さんの口に合うかどうか心配だったんですよ」

    「お母さんが作られたんですか？」

    さきほど少しだけ見た彼の母親の顔を思い出した。

    誘拐なんてするようには思えない、彼に似て優しそうな人だった。

    「ええ、でも、その魚を獲ったのは俺ですよ」

    あ……、そうだった。

    彼って、漁師だって言ってた。

    「いくら田舎だって言ったって、朝山さんみたいな人だったら、こんなことしなくたって結婚できると思うんですけど」

    「ありがとうございます。だったら夏帆さんが俺と結婚してくれればいい。それに航大って呼んでください」

    うっ……墓穴掘った……。

    「あの、そういう意味で言ったんじゃ……ないんですけど……」

    「俺は夏帆さんが好きですよ。あなたとだったら暖かい家庭を築けそうな気がする」

    航大は真っ直ぐにわたしを見つめて言った。

    その素朴な瞳に嘘は見られない。

    でも、まだ会ったばかりなのに……、そんなにすぐに彼の言葉を信じられるはずもない。

    この人はただ結婚相手が欲しいだけなのだ……、子供を産んでくれる女だったら誰でもいい……、きっとそう……。

    だからこんなことを……言うんだ……。

    分かってることなのに、どうしてだが、心がざわめいた。

    「ごちそうさま」

    もうなにも喉を通らなくなってしまった。

    わたしは食事を終えると、ちゃぶ台から……、彼から逃げるように、部屋の隅へと行くと、壁に背を預けた。

    彼はなにも言わず、食事を続けた。

    大きな口の中にどんどん食べ物が消えて行く。

    その豪快な食べ方は気持ちいいくらい。こんな風に食べてくれたら、お料理するのが楽しくなりそう。

    元カレは食の細い人で、その上、好き嫌いが多くて、いつもメニューに悩まされた。

    結婚したら大変だろうな……なんて思っていたのに……。

    「ふぅ、食った。食った」

    満足そうに食事を終えると、彼は盆に食器などを戻し、のっそりと立ち上がって部屋を出て行った。

    　

    ホッと安心したとき、再び、彼が戻ってきた。

    その手にはガラスの皿を持っている。

    「母がデザートも用意してくれて、イチゴは好きですか？」

    「……」

    答えずにいると、彼は心配そうに顔をしかめた。

    「他のものに取り換えましょうか？」

    「いえ……、あの、もうお腹がいっぱいで……」

    すると彼は皿を持ったまま、わたしの方へ近付いてくる。

    逃げようにも背には壁しかない。

    「そんなこと言わずに、甘くておいしいですよ」

    わたしの目の前に跪くと、イチゴを一粒抓んだ。

    もしかして……。

    と思った通り、彼はそのイチゴをわたしの口元へ持ってきた。

    「一口食べたら気が変わりますよ」

    フルフルと首を振ったけど、彼は諦める様子はない。

    「ほら、口を開けてください」

    じっと見つめられ、仕方なく口を開くと、イチゴを食べさせられた。そのイチゴは大きくて、一口では食べられない。

    少しかじると、口の中にその甘い味が広がった。

    「美味しいでしょ」

    「はい……とっても……」

    再びイチゴを口元に差し出され、わたしはそれにかぶりついた。

    果汁がたっぷりで、唇の端から甘いそれが滴った。

    拭おうとするよりも早く、彼の顔が近付き、ザラザラとした舌で舐めとられてしまった。

    「夏帆さん……」

    航大は耳元でささやくと、グッとわたしを引き寄せた。

    「えっ！　んんんっ……っ！」

    驚いていると、彼の引き締まった唇が、わたしのそれを塞いだ。

    すぐに肉厚の舌が入ってきて、口腔を暴れ回る。

    「ふぅんん……っ！」

    感じる場所を探るように、わたしの中をウネウネと犯していく。

    イチゴで甘くなった唾液が溢れ、飲み込めないそれが口の端から零れた。

    やだっ！

    やめてっ！

    わたしは航大の胸を強く押した。

    だけど、厚い胸板はビクともしない。

    薄いタンクトップの上からでも、漁で鍛えられた屈強な身体をリアルに感じてしまって、ドキリと心臓が跳ねた。

    どうしてこんなことになってるの……っ？

    頭は混乱するばかりで、彼のキスから逃げることもできない。

    「……んんんっ！」

    そうこうしている内にも、荒っぽく強引な口づけは、次第に官能的なものになっていく。

    クチュクチュ……、クチュクチュ……、と唾液の混ざる卑猥な音。

    何度も彼のザラザラとした舌が、わたしのものに絡められ、強く吸い上げられる。

    「んんっ！」

    そのたびに、意思とは関係なくビクビクと身体が跳ねてしまった。

    子宮がキュンと痺れ、股間がじんわりと濡れるのが分かった。

    信じたくなかった……。

    好きでもない相手とのキスに、こんなにも感じているなんて……。

    チュッと音をたてて唇が離れた。

    その途端、新鮮な空気が肺に流れ込み、わたしは喘ぐように息をした。

    　

    はぁ……はぁ……、と呼吸を繰り返しながら、キッと航大を睨みつけた。

    「わ、わたしが朝山さんを……」

    「航大です」

    狼狽えるわたしとは対照的に、彼は冷静に呼び名を訂正した。

    どっちでもいいじゃないっ！

    と思いながらも、わたしは言い換えた。

    「こ、航大さんを好きになるまで、何もしないって言ったじゃないですか……っ！」

    あの言葉は嘘だったのっ？

    「『夏帆さんが俺を好きになってくれて、あなたの方から求めてくれるまで、あなたを抱かない』、と言ったんです。何もしないとは約束してませんよ」

    「そんな……あっ……っ！」

    彼はまったく悪びれた様子もなく、わたしを畳に押し倒した。

    欲情に潤んだ彼の瞳がこっちを見下ろしている。

    「俺たちはもっと深く知り合わなければ……、俺はあなたをもっと知りたい……」

    告白のようにも聞こえる情熱的な言葉。それは丁寧だけど、有無を言わさぬ響きがある。

    「夏帆さんにも、もっと俺のことを……」

    覆いかぶさるように彼の顔が近付き、再びキスをされた。

    今度は、触れるだけのキスを何度も繰り返され、角度を変えて唇をくすぐられた。

    その優しい口付けに、戸惑ってしまう。

    襲われているのに、どうしてだか、嫌じゃ……ない……。

    「このまま、夏帆さんのこと、抱いてしまいたい……」

    「えっ！」

    思わず開いた唇の間をスルリと抜けて、彼の熱い舌が入ってきた。

    さっき食べた甘いイチゴの味がする。

    それなのに、彼からは仄かに潮の香りがしている。

    その違和感に頭が混乱する。

    ううん、そうじゃない。

    わたしの中を全て味わい尽くすかのような、そんな蠢く彼の舌に翻弄されているのだ。

    「夏帆さん……、夏帆さん……」

    キスの合間に彼がわたしの名前をささやく。

    やめて……そんな風に呼ばないで……。

    その声は野太く低く、でも、優しく語りかけるようで、うっかり勘違いしてしまいそうになるから。

    知らない男に襲われているのに、どうしてだか心が癒されていくようだった。

    全身から力が抜けていく。

    急に強烈な睡魔が襲ってきて、わたしは瞳を閉じた。

    「夏帆さん？　大丈夫ですか？」

    彼の慌てる声が聞こえた。

    どんな顔をしているのか、ちょっと興味はあったけど、でも、もうだめ……、目を開けていられない。

    瞼の向こうには、暗闇だけが広がった。

    わたしはこのままどうなってしまうのか？

    先の見えない不安に孤独を感じた。

    あんなに……、あんなに好きだったのに……。

    彼と結婚して、わたしは幸せになれるんだって、信じて疑わなかった。

    ああ……、でも、彼の隣には、わたしじゃない女がいるのね。

    そして、彼女のお腹には、新しい命が宿っている。

    今でも信じられない。

    全てが悪い夢だったらいいのに……。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    『いやよっ！　別れたくないっ！　どうしてっ！　どうしてわたしを選んでくれないのっ！』

    どんなに必死に手を伸ばしても、彼には届かない。

    あんなに何度も好きだと言ってくれたのに。

    結婚しようって言ってくれたのに。

    どうして、わたしじゃなく、他の女を選ぶのよっ！

    「行かないでっ！」

    　

    伸ばした手は空を掻き、瞳の中に飛び込んできたのは強烈な光だった。

    何度も目を瞬かせると、やっと視界が開けた。

    木目の天井が見える。

    高い位置にある小さな窓からは、外の光が漏れて降り注いでいる。

    一瞬、見慣れた自分のアパートでないことに驚いた。が、すぐに思い出した。

    ああ、そうか……。

    昨日、誘拐されて、この座敷牢に閉じ込められたんだった。

    起き上がると、自分がきちんと敷かれた布団の上に寝かされていたことが分かった。

    その上……、えええっ！

    着ていた花柄のワンピース姿じゃなく、古風な柄の浴衣姿だった。

    いつの間に着替えたんだろう？

    ううん、着替えてないっ！

    恐る恐る襟の合わせ目から中を覗くと、下着は昨日のままだった。

    薄いピンク色のレースのブラジャー、お揃いのショーツ。

    「良かった……」

    航大と名乗る男に抱かれてしまったわけではなさそうだ。

    でも、着替えさせたのは……きっと彼だろう……。

    「やだぁぁぁっ！」

    恥ずかしさのあまり、再び布団の中に潜り込んだ。

    　

    「目が、覚めました？」

    女の人の声に顔を出すと、格子の向こうから航大の母親が覗いていた。

    「あ、あの……、おはようございます」

    つい律儀にも挨拶をしてしまった。

    「昨日は、よく眠れたかしら？」

    彼女は心配そうに聞いた。

    「はい……」

    嫌な夢を見た意外には……って、わたしって、こんな知らない場所でグースカ寝てたんだ。

    自分の無神経さに呆れた。

    しかも、お腹がグゥゥと空腹を訴えた。

    「お昼ご飯はもう少し待って頂戴ね。もうすぐ息子が帰って来るから」

    「いえ……お構いなく……」

    なぜか恐縮して、顔の前で手を振った。

    そして、ハタと思い至った。

    「え？　お昼ご飯？　あの、今って……？」

    「もうすぐ十二時になるわ」

    わたしは真っ赤になって頬を押さえた。

    まったく知らない家で、監禁されてるって状態で。

    わたしったら、寝坊までしてたのか……。

    「夏帆さん」

    呼ばれて顔を上げると、彼の母親は真剣な瞳をわたしに向けていた。

    「こんなことをして本当にごめんなさい。でも、息子に家庭を持つってことの幸せを感じさせてあげたかったの。あなたとお話をして、あなただったら、息子を幸せにしてくれるんじゃないかって思ったのよ。だから……」

    きっと彼女の言うことに嘘はないだろう。

    でも、だからといって、全てを鵜呑みにするほど、わたしは子供じゃない。

    「う、嘘ですっ！　だ、だって、初めて会ったばかりのわたしのなにが分かるって言うんですかっ！　女の人だったら、誰でも良かったんでしょっ！」

    わたしの反論を予想していなかったのか、それとも図星だったのか、彼女の顔がみるみる強張っていった。

    「ご、ごめんなさい……、本当に、ごめんなさい……」

    彼女は顔を覆って泣き出した。

    急にわたしが、悪いことをしてしまったような罪悪感に襲われた。

    泣かせたかったわけじゃないのに……。

    　

    そのとき、ガタガタと扉が開いた。

    入ってきたのは、昨日と同じ作業用ズボンにタンクトップ姿の航大だった。

    彼は母親に目を止めると、顔をしかめた。

    「母さん、どうしたんだよ？」

    ズカズカと彼女に近付くと、その震える肩に手を添えた。

    「ごめんなさい……、ごめんなさい……、お前のためにと思ったんだけど……」

    母親は息子の胸に抱かれ、泣き崩れた。

    彼は咎めるような視線をわたしに向けた。

    「母さんになにを言ったんですか？」

    その声は低く、怒りを帯びていた。

    「な、なにも……、本当のことを言っただけです」

    「本当のこと？」

    彼の瞳が探るように眇められる。

    なんだか咎められているように感じる。

    いや、彼は、間違いなくわたしのことを非難している。

    「どうしてっ！　わたしは間違ってないっ！　わたしを誘拐して、こんなところに閉じ込めて、犯罪者はあなたたちじゃないっ！」

    ヒステリックに叫ぶと、彼の瞳が傷ついたように曇った。

    母親はいっそう声を詰まらせて泣いた。

    「航大、ごめんなさい……、こんなことになってしまって……」

    彼は泣いて縋る母親の背を優しく撫でた。

    「母さんのせいじゃないよ。悪いのは全部、俺だから……、ほら、母屋に戻ろう」

    母親を支えながら、彼は出て行ってしまった。

    　

    わたしは一人、座敷牢に取り残された。

    こんな状況なのに、空腹が辛くなってきた。

    よく考えれば、昨日もそんなに食べられなかった。

    このまま彼が戻って来なければ、ずっと、ずっと、戻って来なければ、わたしは餓死するしかない。

    だって、わたしがここにいることを誰も知らないのだから。

    誰も、自分のことなんて……必要としていない……。

    どうしてこんなことになってしまったんだろう。

    わたしのなにが悪かったんだろう。

    なんだか、もうどうでもよくなって、再び布団にもぐりこんだ。

    眠ってしまえば、全てがなかったことにできるんじゃないかと思えたからだ。

    　

    目を閉じたとき、ガタガタと扉の開く音が聞こえた。

    起き上がって、そちらの方を見ると、手に盆を持った航大だった。

    彼は格子の鍵を開けると、身をかがめるようにしてこちら側に入ってきた。

    昨日と同じように、足元に盆を置くと、端に寄せていた小さなちゃぶ台を移動させた。

    「布団、たたむので起きて下さい」

    抑揚のない声に、彼がまだ怒っているのだと分かった。

    わたしは慌ててそこから出ると、部屋の隅に立った。

    彼はなにも言わずに、布団をたたむと、それをちゃぶ台のあった方へと寄せた。

    この部屋には、床の間もなければ、押し入れもない。

    何かを収納するスペースがないのだ。

    きっと、人を閉じ込めるために作られているから、そんなもの必要ないのだろう。

    改めて自分が監禁されているんだってことを実感して、ゾッとしてしまった。

    「もう、来てくれないかと思った」

    小さな声でつぶやくと、彼はちゃぶ台の上に食事を用意しながら、こちらを振り返った。

    「俺たち、そんなに酷い人間に見えますか？」

    「わ、分からない……」

    会ったばかりで、その上、監禁されている状態で、そんな質問をされたって、どう答えていいかも分からない。

    「そうですか」

    彼は二人分の食事を準備し終えると、身体をずらして座った。

    「腹が減ってるんでしょ、どうぞ」

    そう言うと、彼はさっさと食べだした。

    わたしはそっと座ると、ただただ空腹を満たすためだけに、食事を頬張った。

    メニューは昨日と似たような和食で、焼き魚が香ばしくって美味しかった。

    「俺の」

    唐突に彼が口を開いた。

    彼は箸を置くと、ジッとわたしを見つめた。

    「俺の両親は……、いや、両親だけじゃない。祖父も、曾祖父も、ずっとここで漁師をやってきました」

    やっと満腹になったので、わたしも箸を置くと、お茶を飲みながら、彼の話に耳を傾けた。

    「漁師の仕事が好きなんです。魚だって、海だって、この町だって、なにもかも好きだ。でも、こんな田舎に嫁に来てくれる女性なんていない」

    「そんなことないと思います。昨日も言ったけど、航大さんはステキだし、きっと好きになってくれる女性がいますよ」

    これは嘘じゃない。

    彼の陽に焼けた野性的な外見は魅力的だし、朴訥な瞳は誠実さを表している。

    きっと好きになる女性がいるはずだ。

    「夏帆さんはなにも分かってない。俺の両親が、あなたを誘拐してきてしまうほど、俺たちは追い詰められているんですよ。田舎者で、世間知らず、気のいい両親なのに、こんな犯罪めいたこと……」

    その言葉にムッとした。

    「犯罪めいた……って、犯罪じゃないですかっ！　どんなにいいご両親か知らないけど、これは立派な犯罪ですっ！」

    つい責めるようなことを言ってしまってから、ハッとした。

    突然、彼の雰囲気が一変したのだ。

    彼はわたしをギロリと睨むと、不意に立ち上がり、ズカズカとこちらに近付いてくる。

    「で、でも、今、解放してくれたら、警察には行きませんから……」

    その不穏な様子に、思わずズリズリと畳を這って逃げようとした。

    だけど背には壁があるだけで、どこにも逃げられる場所なんてなかった。

    彼は目の前に跪くと、額が付くほどに顔を近付けた。

    「それって、両親や俺の気持ちを、夏帆さんは受け入れる気はまったくないってことですよね」

    「だ、だって……、こんな、こんな……、犯罪者を好きになれるわけないっ！」

    言った瞬間、乱暴に畳の上に押し倒された。

    強い力に抗うこともできない。

    彼の朴訥な瞳が、鋭さを帯びてわたしを見下ろしている。

    「時間をかけて、ゆっくりとあなたの心が俺を受け入れてくれるのを待つつもりだったのに……」

    「は、放して下さいっ！」

    彼の厚い胸板を叩いたが、あっさりと腕を掴まれ、畳に押さえ付けられてしまった。

    きっとどんなに暴れても、彼から逃げることはできない。

    力の差は歴然だ。

    「いやっ！　乱暴しないでっ！」

    　

    恐怖にギュッと目を閉じると、彼がフッと鼻で笑った。

    「臭いだろ」

    「えっ？」

    彼がなにを言っているのか分からず、思わず聞き返した。

    「俺って、魚臭いだろっ！」

    確かに、潮の香りに混ざって、生魚の匂いがしないでもない。

    でも、そんなこと、言われなければ気にならないのに……。

    「みんな言うんだ。魚臭い男なんてって……、夏帆さんだって、そう思ってるんだろっ！」

    魚が嫌いなら、この匂いは不快なだけでしかないのかもしれない。

    「わたしそんなこと思って……ふぅんんっ！」

    返事の途中、キスで口をふさがれてしまった。

    それは荒っぽく、強引に唇をこじ開けられたかと思うと、熱い舌が侵入してきた。

    彼の無骨な手が、わたしの身体を弄り、浴衣の上から胸を痛いほどに揉まれた。

    身体をくねらせて、彼の腕から逃れようともがくが、上から伸し掛かられていて、身動きするのがやっとだ。

    彼はわたしの着ている浴衣の帯を解くと、スルリと抜き取った。

    そして、こっちの両方の手を頭の上で一括りにして、その帯で縛ってしまったのだ。

    両手を拘束されてしまって、わたしは益々逃げられなくなった。

    そうしている間にも、彼は角度を変えて口づけを深くしてきた。

    ぴったりと合わさったわたしと彼の唇。

    彼の肉厚な舌が、探るように口腔を舐め回し、トロトロと唾液を流し込んでくる。

    それを飲み込むのに必死で、息継ぎすらできない。

    舌を絡め取られ、強く吸われるたびに、甘い快感が全身を駆け巡り、力が抜けていく。

    チュッと音をさせて彼の唇が離れた。

    新鮮な空気が一気に肺に流れ込み、喘ぐように息をした。

    　

    「どうしてこんなことをするんですかっ！　ひどいっ！」

    息のできなかった苦しさに、涙目になりながら航大を睨んだ。

    そんなわたしに怯むことなく、彼は自らの唇をペロリと舐めた。

    そのエロティックさに、わたしはゾクッとしてしまった。

    「父さんと母さんを犯罪者になんてしたくない」

    低く響く声。

    その声に、なぜか恐怖を感じた。

    「だったら、わたしを解放して下さいっ！」

    わたしの訴えに、彼は首を振った。

    「ダメだ。あなたは……、夏帆さんは、俺の子供を産むんだ」

    真剣な眼差し。

    この言葉は嘘じゃない。

    「そんな……」

    愕然とするわたしの頬を、航大は優しく撫でた。

    「夏帆さんを解放したって、両親は同じことをする。だったら、あなたに俺の子供を産んでもらう。大丈夫ですよ。俺は夏帆さんだけを、永遠に愛し続けますから……」

    嘘だっ！

    彼だって、そう言ってたのに、わたしを選んでくれなかった。

    わたしの前から去ってしまった。

    この人だって、子供を産むためだけの女としか思っていない。

    わたしじゃなくたって、誰でもいいくせにっ！

    涙が溢れた。

    誰からも必要されていない自分が、惨めで、孤独で、胸が苦しくなった。

    「夏帆さん、泣かないで……、もう、とめられないんだ」

    　

    そう言うと、彼はわたしの着ている浴衣を左右にはだけた。

    中には下着しかつけていない。

    薄いピンク色のレースのブラジャー、それとお揃いのショーツ。

    彼は背に手を回すと、あっさりとホックを外してしまった。

    フッと胸が軽くなり、乳房が見えるように、ブラジャーをずらされた。

    彼の目に、Ｄカップのバストが晒されてしまう。

    隠したくても、両手を頭の上で縛られていて、どうすることもできない。

    「いやっ！　見ないでっ！」

    胸を隠そうと身を捩ったが、逆に、誘うようにフルフルと揺れるばかりだった。

    「夏帆さん、かわいい」

    彼はそうつぶやくと、小さなピンク色の乳首を口に含んだ。

    「やぁっ！　やめてっ！」

    チュッチュ……、と音をさせて吸われてしまう。

    もう片方の乳房は、彼の大きな手で、乱暴に揉まれ、時折、乳首を指で、キュッキュッと抓られた。

    「はぁん……、おね、がい……、やめ……て……、あぁぁん……っ！」

    乱暴な愛撫なのに感じてしまう。

    彼の口の中、乳首が熱い舌で転がされ、ザラザラと舐められ、強く吸われる。

    それは強烈な快感となって、わたしを翻弄させる。

    子宮が疼き、蜜が溢れだしてしまう。

    「甘い……果物でも食べてるみたいだ……」

    その囁きすら、熱い吐息となって、肌をくすぐる。

    彼の唇は乳首を離れ、もう一方の乳房、脇の下、ウエスト、腹部と、身体全体を舐め回していく。

    舐められた場所が唾液でヌラヌラと濡れ、吸われるたびに真っ白な肌に赤い花びらが散る。

    「あぁ……んん……、もう、やめて……ぁぁ……っ」

    濃厚な愛撫は、心と身体を切り離し、全てを彼に委ねてしまいたくなってしまう。

    セックスという名の快楽は、心がなくてもできてしまうのだから。

    「夏帆さん、分かってないな、もう、とめられないって言っただろ」

    その声は興奮に掠れている。

    「それとも、もっと乱暴にしなくちゃ、分かってもらえないんですか」

    言うなり、ショーツを脱がされてしまった。

    「いやぁぁぁっ！」

    見つかってしまうっ！

    彼の愛撫に感じて、もっと深い快感を求めてしまっていることがっ！

    無駄な抵抗だと分かっていても、ギュッと足を閉じた。

    それなのに、彼は難なく左右に大きく開いてしまった。

    「み、見ないでっ！」

    蜜に濡れる淫らな中心が、無防備にも彼の眼前に晒されてしまう。

    それを見て、彼はスッと瞳を細めた。

    「へぇ……、夏帆さん、嫌がってる割には……お漏らししたみたいになってますよ」

    彼はからかうように言った。

    「違うっ！　違うのっ！」

    必死に足を閉じようと力を入れるけれど叶わない。

    「俺の愛撫に感じてくれたんですね……俺ももう我慢できそうにない……」

    　

    そう言うと、彼は着ているタンクトップを脱いだ。

    陽に焼けた野性的な筋肉の盛り上がり、腹筋の割れた逞しい裸体が現れる。

    その美しさに、わたしはゴクリと息を呑んだ。

    「夏帆さん……」

    彼の無骨な指がわたしの中心に伸び、敏感になった割れ目をなぞり、ツプリと差し入れられた。

    「ひゃあっ！　だ、だめぇぇっ！」

    って言ってるのに、彼の指はズブズブと奥まで入ってくる。

    「すごい……、夏帆さんの中、グズグズになってる……でも、こんなに小さなところに、本当に俺のものが入るのか心配だな……」

    元カレとは、一年前に結婚の準備を始めたころから、あまりセックスしていなかった。

    だから、指を入れられただけなのに、痛みを感じてしまう。

    「よく、ほぐしておかないと……」

    襞を伸ばすかのように、指がグルッと回されて、クチュクチュと掻き混ぜられた。

    「あぁぁんっ……、やめ……て……、痛い……、痛いの……っ」

    顔を歪めて訴えると、彼の動きが止まった。

    「夏帆さん……」

    ズルリと指が抜き取られた。

    「痛くないようにするから……」

    航大は小さな声でつぶやくと、身体をずらして、わたしの股間に顔を埋めた。

    「うそっ！」

    ザラリとした彼の舌が、花弁だけでなく、その周辺も、全てをベロベロと舐める。

    「やめてっ！　そんなとこ……汚い……」

    「汚くなんて……、夏帆さんは、どこもかしこも、すごく……甘い……」

    ペチャペチャ……、ペチャペチャ……と、わざと音をさせて、舐め回される。

    赤く熟れた突起を舌先で転がされると、背が仰け反るほどの快感が走った。

    「ひゃぁぁんっ！　だめ……変になっちゃうっ！」

    わたしの反応を見て、航大はいっそうそこばかりを刺激し、口に含んで吸い上げた。

    「うそっ！　やぁあんンン……っ！」

    子宮がキュンと疼き、あっけなく達してしまった。

    　

    「もう達いっちゃったんですか？　夏帆さんって、感じやすいんですね」

    舐められながらしゃべられると、彼の吐息が蜜に濡れたそこをくすぐる。

    「……もう、やめて……」

    「どうして……、夏帆さんのここ、いやらしい蜜がどんどん溢れてくるのに……」

    蜜口に舌が差し入れられた。

    それはウネウネと敏感になった奥へと侵入してくる。

    指とは違うソフトな刺激に、痛みは感じなかった。

    だけど、もう、それだけじゃ足りなくなっていた。

    彼のものが欲しい……。

    そんな考えが一瞬、脳裏を過よぎり、愕然とした。

    好きでもない男に乱暴され、嫌なハズなのに感じてしまっている。

    その上……、このまま抱かれてしまいたいなんて……。

    わたし……どうしちゃったの……？

    「夏帆さん……」

    航大が顔を上げ、蜜と唾液に濡れた口を拭い、欲情に潤んだ鋭い眼差しをわたしに向けた。

    それはゾクリとするほど艶っぽく、淫らだった。

    　

    彼はカチャカチャと音をさせてベルトを外すと、作業用のズボンの前をくつろげた。

    ブルリッと飛び出した彼のものを見て、そのあまりの大きさに、わたしは目を見開いた。

    元カレのものとはくらべものにならないほどすごい。

    凶器のようなそれを、彼は、わたしの蜜口に宛がった。

    「いやよ……、やめて……、そんなの……、そんなの入らないっ！」

    指を入れられただけで、あんなに痛かったのに……、それよりも、数倍も大きな彼のものが入るなんて信じられない。

    身を捩って嫌がったが、彼にガッチリと腰を押さえ付けられていて、大した抵抗にはならなかった。

    「夏帆さん……、ごめん……」

    彼は苦しそうに詫びると、グポッと亀頭をめり込ませた。

    「いや……、お願い……、やめて……っ」

    思っていたような痛みはなかったものの、背徳感のような罪の意識にクラクラした。

    まだわたしの中に、元カレを好きな気持ちが残っていたのだ。

    それなのに、他の男を受け入れてしまった罪悪感に心が軋んだ。

    「そんなの入らない……、痛い……、痛いの……、やめて……っ」

    「夏帆さん、もっと力を抜いて……、すごくキツイ……」

    何度も出し入れされながら、奥へ、奥へと、突き進まれると、閉じきっていた場所を開かれる痛みに襲われた。

    「やぁあぁぁっ……、あん……、あん……、んんん……っ」

    痛みと共に、圧倒的な質量にみっちりと埋め尽くされていく苦しさに喘いだ。

    処女でもないのに、まるでそのときのような、鋭い痛みとおののきがある。

    「夏帆さんの中すごい……、俺のに吸い付いてくるみたいだ。それに、とっても……熱い……」

    グチュグチュ……、グチュグチュ……と、抽挿を繰り返されながら、それはどんどん奥へと入ってくる。

    「気持ちいい……、すごく、気持ちいいよ……、夏帆さん……」

    まだ全てが入り切っていない内から、彼は激しいピストンを始めた。

    ガクガクと乱暴に揺さぶられる。

    「ひゃぁぁん……、あぁ……あぁ……あぁ……、やめ……やめてぇぇっ……っ！」

    痛みが快感へと変わるのは早かった。

    わたしの身体は、ちゃんとセックスの気持ち良さを覚えていたようだ。

    内壁を擦りあげられるたびに、ギュウウと彼のものを締め付けると、ドクドクと脈打つそれをリアルに感じた。

    それは信じられないくらいの存在感で、彼に抱かれているのだと強く意識させた。

    「夏帆さん……」

    リズミカルなピストンを繰り返しながら、航大はわたしに覆いかぶさり、ギュッと抱き締めた。

    彼の暖かな体温が伝わってくる。

    レイプ同然に抱かれているにも関わらず、その暖かさに安らぎを感じた。

    わたし……、淋しかったんだ……。

    このとき初めて、自分の中にあったどうすることもできないほどの孤独感に気付いた。

    そして、断ち切れなかった元カレへの想いを知る。

    五年も付き合っていた。

    彼のことはなにもかも知っていると思っていた。

    ずっと、ずっと、死ぬまで一緒にいるんだと……。

    今でも全ては悪い夢で、目が覚めれば、元カレが隣にいて笑ってくれるんじゃないかって思える。

    あんな女を選んだのは間違いだって、戻ってきてくれるって……。

    でも、もう、そんなことはないんだね……。

    わたしはもう、彼じゃない男に抱かれている。

    　

    「夏帆さん、舌を出して……」

    わたしは言われるまま舌を突き出した。

    航大はそれを食べてしまうかのように口に含み、自分の舌を絡ませると強く吸った。

    ゾクゾクと全身が戦慄き、いっそう彼のものを締め付けてしまう。

    彼は強引なストロークで、わたしの中を突き上げ、確実に奥へと侵入してくる。

    どうしよう……、気持ち……いい……。

    元カレとは得られなかった強烈な快感は、わたしの脳を焼き切ってしまいそうだった。

    久しぶりの快楽の前に、わたしは成すすべもなく、断続的な絶頂を何度も味わっていた。

    「あぁ……、夏帆さん……」

    彼が切なげにわたしの名を呼んだかと思うと、強く腰を打ち付けた。

    肉が触れ合うパチンッという乾いた音が、わたしの耳に届くのと同時に、最奥の子宮口を強烈に突き上げられた。

    「はひゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

    一瞬、なにが起こったのか分からなかった。

    視界が真っ白になり、空に放り出されたような浮遊感に意識が飛んだ。

    　

    ハッと気が付くと、目の前に航大の顔があった。

    彼は、「はぁ、はぁ……」と息を整えようとしているようだった。

    なにが起こったのか分からずに呆然としていると、ふと自分の奥深くに熱い迸りを感じた。

    彼がわたしの中で達したのだとやっと分かった。

    そして、わたし自身も……。

    「うそ……」

    中に出されたのは初めてで、心が激しく動揺した。

    元カレは、いつもちゃんと避妊してくれていたから。

    「妊娠しちゃう……」

    不安に声が震えた。

    すると、航大がニッと不敵に笑った。

    「妊娠してもらわないと困る……、夏帆さんには俺の子供を産んでもらわなくちゃいけないからね」

    「そんな……」

    愕然とするわたしの頬に、彼が優しくキスをした。

    「俺の花嫁さん……」

    そのセリフに、複雑な気持ちがした。

    元カレとの結婚は、彼の裏切りによって破談になってしまった。

    もう恋なんて、結婚なんて、絶対にしないって、思っていたのに……。

    人生って、なんて残酷で皮肉なんだろう。

    　

    「もう気が済んだでしょ、放してっ！」

    縛られた手首が、ジクジクと痛む。

    それを察したのか、航大は身を起こすと、硬く結ばれていた帯を解いた。

    「早く退いてっ！」

    感覚のなくなった手で、彼の胸を叩いた。

    いまだに彼のものは大きく勃起したまま、わたしの中にあり続けている。

    そのことで、上手く身動きすらできない。

    「だめだ」

    彼は再びわたしに伸し掛かると、手を畳に押し付けた。

    まるで恋人同士のように、わたしの指に自分の指を絡めて、手を繋いだ。

    「もっと夏帆さんを抱いていたい……」

    わたしの中で、グンと彼のものが嵩を増したような気がした。

    「夏帆さんにも、もっと俺を感じて欲しい……」

    ズルリと抜かれたかと思うと、ズブリと最奥まで突き上げられた。

    鋭い切っ先が子宮口を抉り、快感が突き抜けた。

    「ひぃぃっ！」

    ビリビリと電流を流されたような疼痛に、膣内がビクビクと痙攣してしまう。

    「夏帆さん……、夏帆さん……」

    何度もわたしの名を呼びながら、彼が抽挿を繰り返す。

    そのたびに、わたしは何度も絶頂に達し、終わらない快楽の波が押し寄せた。

    濃厚なセックスは、わたしが意識を手放すまで、ずっと続いた。

    それは永遠にも感じられた。

    「夏帆さん……、夏帆さん……」

    彼がわたしの名をささやく。

    「やめて……、わたしの名前なんて呼ばないで……」

    愛されているような錯覚に陥りそうになってしまう。

    それでも……。

    わたしの全てを奪い尽くすような律動に身を委ねると、寄せては返す波の音が遠くに聞こえた。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    漁師の朝は早い。

    早朝とは言えない真夜中の三時に起きると、軽い食事を済ませて、四時には港へ向かう。

    彼は父親と二人で小さな漁船に乗り込み、海へと出発する。

    他の漁船と協力しあいながら、漁を済ませ、帰港するのは七時ごろ。新鮮な内に魚を選別し、市場へと出荷する。

    そこで一旦、家に帰ると昼食をとり、再び、港へと戻る。

    翌日の漁のために、漁船の整備をしたり、網の手入れをしたり、と仕事は山のようにあるのだ。

    家へ戻るのは夕方、五時ごろだ。

    真っ先に風呂に入ると、汗と汚れを洗い落とす。

    六時には夕食、その後、やっとくつろぐ時間があり、九時には就寝。

    航大から聞いた漁師の一日とはこんなものだった。

    　

    彼はわたしを抱いた日から、この座敷牢で一緒に生活するようになった。

    まるで、ままごとのような夫婦生活。

    わたしに彼を拒む権限も、自由も、選択肢もない。

    求められるままに抱かれ、肌を重ねるしかない。

    緩やかに流れる退屈な日常。

    ただ、食べて、寝て、彼とセックスをする。

    それだけ。

    息苦しさを感じるかと思ったけど、意外にもそんなことはなかった。

    テレビやラジオといった娯楽と言えるものがなにもないのに、逆にそれが心地よかった。

    都会に溢れる雑音に、わたしは疲れ切っていたようだ。

    しかし一方で、いつまでこんな生活が続くのかと、不安が膨らんでいった。

    　

    「じゃあ、行ってくるよ」

    眠るわたしの頬にキスをして、航大がそっと部屋を出て行ったのを感じた。

    いつも激しいセックスに疲れ切って眠ってしまうので、彼の起きる時間に一緒に起きることはなかった。

    でも、この日は、フッと目が覚めた。

    起き上がって周囲を見ると、まだ真っ暗だった。

    航大の姿はない。

    布団に潜り込んでもう一度目を閉じることはできるが、そうしなかった。

    ゴソゴソと暖かな寝床から這い出すと、垂れ下がる紐を引っ張って電気を点けた。

    パッと視界が明るくなる。

    この数日で、部屋の中にはものが増えた。

    二人分の布団に、座布団、小さな丸いちゃぶ台、隅に設えられた棚には少しの食糧と飲み物。

    トイレと風呂は、彼に付き添われて、母屋にあるものを使っている。

    着替えは毎日させてもらえ、風呂上りには、いつも洗濯された新しい浴衣と下着が用意されていた。

    監禁されているという事実を覗けば、なに不自由ない生活といえるかもしれない。

    見慣れ始めたこの座敷牢に、今はなぜか違和感を覚えた。

    いつもとなにかが違う。

    なにが違うんだろう？

    ゆっくりと部屋の中を一周した。

    そうして気付いた。

    格子の扉が少しだけ開いていることに。

    航大がうっかり鍵をかけ忘れたようだ。

    「どうしよう……？」

    逃げようか……？

    逡巡する必要なんてない。

    これはチャンスだ。

    　

    わたしは格子をくぐると、外へ続く扉を開けた。

    いつも鍵がかけられているのはここだけで、この部屋から出る扉にはそれがない。

    でも、建て付けが悪く開くときにガタガタと音が鳴ってしまい、わたしはヒヤヒヤしてしまった。

    外を覗くと、まだ薄暗く、空はどんよりと厚い雲に覆われていた。

    広い庭の向こうに母屋が見える。

    たぶん、この時間は、航大も、その父親も、漁に出ていて留守のはずだ。

    母屋にいるのは、あの優しい母親だけ。

    彼らに取り上げられている服と鞄を取り戻したかったが、見つかって再び閉じ込められるのを恐れた。

    このまま逃げようっ！

    そう決心すると、浴衣姿で裸足のまま、外に飛び出した。

    　

    足の裏がひんやりとして、歩くたびに石がゴリゴリと当たって痛かった。

    でもそんなこと気にしている余裕はなかった。

    庭を抜け出し、なんとか舗装されている道路へと出た。

    車は一台も走っていない。

    街灯のない、薄暗い道路が左右に伸びているだけだ。

    それはどちらも曲がりくねり、どこへ続いているのか分からない。

    「右？　左？」

    どっちへ行けばいいのかも分からない。

    迷っていると、一台のワゴン車が右手の方角からやってきた。

    「と、止まって下さいっ！」

    わたしは必死に車に手を振って、止まってくれるように促した。

    そんなわたしの目の前を、ワゴン車が通り過ぎていく。

    「ま、待ってっ！」

    追い付けるはずもないのに、車に向かって走った。

    すると、急に車が止まった。

    エンジンがかかったままの状態で、中から人が降りて、わたしの方を見た。

    　

    「どうしたんだ？」

    声は男のものだった。

    「た、助けて下さいっ！」

    わたしは必死に車に駆け寄った。

    そこに立っていたのは、黒いＴシャツに、作業用ズボンといった格好の、まだ若い男だった。

    「あんた、誰？」

    彼は不思議そうにわたしを見ている。

    「わ、わたし、あの、誘拐されて、ずっと監禁されてたんです」

    「へ～、そうなんだ、まあ、落ち着いて」

    男はわたしの言葉を信じていないのか、なだめるように背中を撫でた。

    そう言われても、わたしは落ち着ける状況じゃなくて、イライラしながらどう伝えればいいのかと考えを巡らせた。

    「おいっ！　その女、どうしたんだよ？」

    同乗者がいたようで、助手席から別の男が降りてきた。

    彼も似たような恰好で、黄色のＴシャツに、作業用ズボンといった格好だった。

    「誘拐されて監禁されてたんだってさ」

    「なんだそれ」

    その男も、やっぱりわたしのいうことを信じていない様子だった。

    「本当なんですっ！　警察に連れて行って下さいっ！」

    「分かったから、まあ、車に乗って、あんた、靴も履いてないじゃん」

    男は後部座席のドアを開けると、わたしに乗るように促した。

    背を押されるまま、わたしはワゴン車に乗り、シートに座った。

    すると、助手席から降りてきた男が、わたしの隣に一緒に乗り込んできた。

    「あの……」

    不用意に乗ってしまってから、これで良かったんだろうかと不安がよぎった。

    助けてもらいたい一心でこの車を止めたが、この二人の男が善人だという保証はない。

    でも、今は、そうあって欲しいと願った。

    「警察に行けばいいんだよね」

    運転席からもう一人の男が尋ねた。

    「はい、お願いします」

    車がゆっくりと動き出した。

    　

    来た道を戻ることなく、進行方向へと進んでいく。

    そろそろ太陽が昇り、明るくなる時間のような気がしたが、窓から覗いてみると、空はどんよりと曇ったままで、道はどこまでも薄暗い。

    「あの……、この辺りって、何県になるんですか？」

    航大は田舎、田舎と何度も口にしていたが、具体的に、何県なのかすら分からない。

    「何県って……一応、東京だけど」

    「えっ？」

    「って言っても、ここは本島からはずいぶん離れた小さな島だから、そんな感じちっともないけどね」

    男はこともなげに言うと、なにが可笑しいのかケラケラと笑いだした。

    もう一人の男も一緒になってゲラゲラ笑うと、とんでもないことを言った。

    「だから嫁が来なくってさ、あんたみたいに誘拐してくるしかないワケなんだよ」

    その言葉にゾッとした。

    彼らは、わたしの言うことを信じていなかったわけではなかったのだ。

    分かっていて、こうやって車に乗せたのだ。

    「あの……、わたし……」

    隣に座った男が、わたしの乱れた髪に指を絡ませた。

    「あんた、よく見ると美人だな。色も白くて、胸も大きい」

    男の視線が舐めるように全身を這い回る。

    わたしはそれから逃げるように身を引くと、浴衣の合わせ目に手を添えた。

    「あの辺りをうろうろしてたってことは、どうせ朝山ん家からでも逃げて来たんだろ。航大って、真面目なだけの男だからあんたもつまらなかっただろ」

    「く、車を止めて下さいっ！　わたしを降ろしてっ！」

    一刻も早くこの男達から離れたかった。

    それなのに、男はわたしの髪に絡めた指をグッと引いた。

    「痛いっ！」

    わたしはバランスを崩して、男の腕の中に倒れ込んでしまった。

    男はわたしを抱き締めると、首筋に顔を埋めて大きく息を吸い込んだ。

    「あんた、いい匂いがするな。俺もさ、そろそろ嫁を探しに行かなきゃって思ってたとこなんだよ。航大が嫌なんだったら、俺の子供を産めよ」

    そう言うと、無防備な首をベロリと舐めた。

    「い、いやぁぁっ！」

    首筋を這うザラリとした舌の感触の、あまりのおぞましさに鳥肌が立った。

    男から逃げようと暴れたが、あっさりとシートに仰向けに押さえ込まれてしまった。

    「今日はラッキーだったな。あいにくの天気で漁は中止。仕方なく家に帰って酒でも飲もうと思っていたけど、とんだ拾い物をしたもんだ」

    男はニヤニヤと笑いながら、わたしを見下ろしている。

    それは獲物を見るような恐ろしい目だ。

    「お願い、やめて……、やめて下さい……」

    懇願した。

    しかし、そんなことで男がやめるはずはなかった。

    「心配するなよな、あいつよりも気持ちよくしてやるさ」

    自信たっぷりに宣言すると、浴衣の合わせ目に手を伸ばした。

    そのとき、急ブレーキが踏まれ、ワゴンが停車した。

    　

    「なんだよっ！」

    男が運転席に怒鳴った。

    「なんだじゃねえよっ！　一人で楽しんでんじゃねえっ！　その女は俺が先に見つけたんだっ！」

    怒鳴り返しながら、運転席から降りると、後部座席の扉を開けた。

    「この女は俺の子供を産むんだよっ！」

    わたしの腕を掴むと、自分の方に強く引っ張った。

    伸し掛かっていた男は不意打ちに、バランスを崩してひっくり返った。

    わたしは勢い余って車の外へと引き出された。

    「なぁ、俺の子供を産めよ」

    男はわたしを背後から抱き締めると、耳元にささやいた。

    そうして顎を掴むと、上を向かせた。

    空が見えたと思ったのは一瞬のことで、すぐに男の顔が覆いかぶさってきて、強引にキスをされた。

    ギュッと閉じたわたしの唇を、男の舌がベロベロと舐める。

    その気持ち悪さに吐き気がした。

    わたしが口を開かないことに業を煮やした男は、頬をギュッと押さえ、無理矢理口を開かせた。

    ヌメヌメとした男の舌が入ってきて、身の毛がよだつほどの嫌悪感にゾッとした。

    このまま、男達にいいように犯されるのかと思うと、怖かった。

    なんとかして逃げなければ……、そう思った。

    でも、男に背後から抱き締められた状態で、口腔にはその男の舌が……。

    そのとき、顎を押さえていた男の手が離され、わたしの胸を揉んだ。

    わたしはギュッと目を閉じると、思いっきり男の舌を噛んだ。

    「ギャッ！」

    男は悲鳴を上げて、わたしを解放した。

    チャンスは今しかないっ！

    　

    男を思いっきり突き飛ばすと、一目散に駆け出した。

    「逃げようったって無駄だっ！　周囲は海に囲まれてるんだ。逃げる場所なんてないっ！」

    男の怒声が追ってくる。

    足の裏は既に感覚がなくなるほどジクジクと痛んだが、そんなことに構ってはいられなかった。

    捕まったら最後、あの男達に犯されるしかないのだ。

    ドキドキと心臓が早鐘を打ち、息が苦しくなっていく。

    走っても、走っても、薄暗い道がくねくねと続くばかりで、明かりすら見えない。

    「だ、誰かっ！　誰か助けてっ！」

    どんなに声を張り上げても、救いの手が差し伸べられることはない。

    「待てっ！」

    背後に迫る足音は、どんどん近付いてくる。

    とうとう男の手が肩を掴んだ。

    振り払おうとして、わたしはバランスを崩してしまい、硬い道路の上に倒れ込んだ。

    ザッと皮膚を擦る痛みが走り、掌や、剥き出しの膝に、傷を負ってしまった。

    「おいっ！　逃がすなっ！」

    「分かってるって」

    一人の男がわたしのウエストに馬乗りになった。

    「いやっ！　放してっ！」

    わたしは闇雲に男に向かって殴りかかったが、追い付いた別の一人に、両腕を拘束されてしまった。

    二人の男がわたしを見下ろし、ニヤニヤと笑っている。

    「言っただろ、逃げられないって」

    そう言うと、馬乗りになった男の手が、乱れた浴衣の合わせ目をバッと開いた。

    ブラジャーに包まれたＤカップのバストが露わになる。

    男たちがゴクリと息を呑む。

    「やめて……、お願い……、こんなの、いやぁぁっ！」

    もう逃げられない。

    そう思うと、ブワッ涙が溢れた。

    「泣いたって、誰も助けに来ないさ」

    乱暴にブラジャーをずらされると、プルンと乳房が飛び出した。

    男たちの目に晒されただけで、汚されたような気分になる。

    「おい、早くしろよっ！　我慢できねぇ」

    「うるさいなっ！　久しぶりの女なんだ、急かすなよっ！」

    男はねっとりと、堪能するかのように、乳房を揉みしだいた。

    そのあまりの気持ち悪さに、身の毛がよだつ思いだった。

    「航大さん……、航大さん……、航大さん……」

    気が付くと彼の名前を呼んでいた。

    彼にもこの男たちと同じようにレイプされた。

    でも、何かが違う。

    わたしのことを、愛そうと努力してくれていたし、もっと、優しく接してくれた。

    この男達のように、物のようには扱わなかった。

    「航大さん……、航大さん……、航大さん……」

    どんなに彼の名を呼んでも届かない。

    「はっ！　あいつが嫌で逃げて来たんだろっ！　今更なに言ってんだよっ！」

    「あんなヤツのこと、俺たちが忘れさせてやるよ」

    男が覆いかぶさってきて、恐怖に震える乳首を口に含んだ。

    ゾゾッと怖気が走った。

    「いやぁぁぁっ！　航大さんっ！　助けてっ！」

    　

    その刹那、パッと周囲が強烈なライトに照らしだされた。

    車のエンジン音が、すぐ近くに聞こえる。

    「お前らっ！　なにをやってるんだっ！」

    その声は、わたしのよく知っているものだった。

    「航大さんっ！」

    駆け寄ってきたのは、憤怒に顔を歪めた航大だった。

    「夏帆さんを放せっ！」

    航大はいきなり男達に殴りかかった。

    わたしに馬乗りになっていた男が、彼に殴られて吹っ飛んだ。

    「なにするんだっ！　航大っ！」

    両手を押さえ付けていた男が、慌てて立ち上がり応戦した。

    そのことで、殴り合いのケンカとなった。

    そこに、態勢を立て直したもう一人の男が加わり乱闘となってしまう。

    二対一で、航大にとっては不利なケンカだったが、彼は一歩も引かず、どんなに殴られても相手に向かっていく。

    ど、どうしよう……。

    航大は、何度も顔を殴られ、血が吹きだし、腫れあがっていく。

    相手も同じだが、それでも、彼のそんな様子は痛々しくて見ていられなかった。

    「や、やめて下さいっ！　もうやめてっ！」

    大声で叫んだが、興奮している男達には聞こえていないようだった。

    わたしは慌てて、航大が運転してきた軽トラに走ると、クラクションを鳴らした。

    ファァァァンンンッ！

    と、耳を割くような音が鳴り響いた。

    掴み合っていた男達が、気をそがれてこちらを向いた。

    「もうやめて下さいっ！」

    わたしの叫びに、やっと、男達のケンカは治まった。

    　

    「ご、ごめんな……」

    一人の男が航大に謝った。

    「悪かったよ……つい……」

    もう一人の男も頭を下げた。

    元々は、同じ漁師仲間。

    荒っぽいところはあるが、二人共、いい人たちのようだった。

    「夏帆さんは、俺の嫁だっ！　もう二度とこんなことするなよっ！」

    航大はまだ怒りが収まらないようだったが、これ以上、ケンカを続ける気はないようだった。

    こうして、わたしは再び、航大の元へと戻ったのだった。

    　

    　

    彼の運転する軽トラの助手席で、わたしは自分が逃げたことをどう説明しようか迷っていた。

    「そんなに……、俺のことが嫌いですか？」

    「えっ？」

    航大を見ると、彼は車を走らせながら、真っ直ぐに前を向いていた。

    その横顔は、怖いくらいに真剣で、緊張しているように見えた。

    「俺は夏帆さんを抱くたびに、あなたが少しは俺に心を開いてくれてるんじゃないかって自惚れていました。でも、そうじゃなかったんですね。俺の勝手な勘違いだったんですね」

    彼の声が震えている。今にも泣きだしてしまいそうなほど、傷ついた瞳をしている。

    もしかしたら、彼は本当にわたしのことを愛しているんじゃないかって錯覚しそうになった。

    「わたし……、航大さんのことは嫌いじゃありません……」

    「じゃあ、どうしてっ！」

    彼はブレーキを踏むと車を止め、わたしを振り返った。

    「漁が中止になって、家に帰ったら、夏帆さんがいなくなっていた。俺は焦りましたよ。あなたが警察に駆け込めば、全てが明るみになってしまう。両親が犯罪者になってしまうってね。でも、あなたが、あいつらに、乱暴されそうになっているのを見た瞬間、俺は……、俺は……、あなたを失いたくないって思ったんです」

    苦しそうに吐き出される彼の本音。

    「俺は、あなたが好きだっ！」

    航大はそう告白すると、急にわたしから顔を逸らし、ハンドルに突っ伏した。

    「夏帆さんが好きなんだ……、人を好きになることがこんなに苦しいなんて……、俺はどうすればいいんだ……」

    彼の肩が小刻みに震えている。

    わたしよりも年上なのに、もしかして初めて恋をしたのか、そのことに苦しんでいるようだ。

    「航大さん……」

    汚れたタンクトップから覗く、陽に焼けた逞しい肩に手を置いた。

    その肩がピクリと反応したのが手に伝わってきた。

    「わたし、あの男たちに襲われてすごく怖かった。もう逃げられないんだって思うと、絶望だけだった。でも、気が付くとあなたの名前を呼んでいたの……、あなたに助けてもらいたかった。あなたの腕の中に戻りたいって思ったの」

    わたしは彼の肩にそっと寄り添った。

    「夏帆さん……」

    彼は身を起こすと、壊れ物にでも触れるように、優しくわたしを抱き締めた。

    彼の大きな胸に抱き締められると、やっと自分の居場所に戻ってこれたようで嬉しかった。

    「俺は、自惚れてもいいんですか？」

    わたしの唇に指を這わせながら彼が聞いた。

    「はい、自惚れて下さい」

    答えると同時に、唇を塞がれた。彼のそれで……。

    何度も交わしたキス。

    でも、今までで一番、幸せなキスだった。

    　

    わたしたちは、離れの座敷牢に戻ると、焦るような気持ちで互いの肌を求め合った。

    航大がわたしの浴衣と下着を脱がせる間、わたしは彼のタンクトップと作業用のズボンを脱がせた。

    一時も離れていたくなくて、何度もキスを繰り返しながら、互いの身体を愛撫し合った。

    彼のツンと勃ち上がった小さな乳首を舐めると、彼もお返しとばかりにわたしのピンク色のソレを口に含んだ。

    熱い口の中でコロコロと舌先で転がされると、ゾクゾクと背筋を快感が駆け上がっていった。

    見知らぬ男にされた時はあんなに嫌だったのに、彼にされるとそうじゃなかった。

    よく考えれば、初めから、わたしは彼の愛撫に感じていた。

    心では色々な言い訳をしながらも、彼に抱かれたいと本能で思っていたのかもしれない。

    一目惚れなんて信じない。

    でも、会ったときから、わたしは彼をずっと意識していたのかもしれない。

    「やぁぁぁ……、だめぇぇぇ……っ」

    彼の指がわたしの中心へと侵入してきた。

    濃厚な愛撫で、すでにそこはトロトロに蕩けきっている。

    指を入れられただけなのに、わたしは軽い絶頂に達してしまった。

    「夏帆さんの中、すごく熱くて、グチョグチョだよ……」

    彼がわたしの耳元でささやく。

    「やめて……、言わないで……」

    わたしは恥ずかしさで彼の胸に顔を隠した。

    「俺のが欲しい？」

    彼が焦らすように聞いた。

    答えは決まっている。

    でも、返事をしないでいると、彼は意地悪するように、更に指を増やしてわたしの中をグチュグチュと音をさせて掻き混ぜた。

    溢れた蜜が腿を伝う。

    「ひゃぁぁぁん……、あぁ……、あぁ……、やめ……て……、おかしくなりそう……」

    三本に増やされた指が、バラバラにわたしの中を刺激して、軽い絶頂が何度も襲ってくる。

    わたしは必死に彼にしがみ付いた。

    指だけじゃなくて、もっと確実なものでわたし中を満たして欲しくてたまらない。

    「夏帆さん、あなたから求めて、俺が欲しいって、俺をもっと自惚れさせて……」

    彼はまだ不安なのだろう。

    わたしの気持ちがどこにあるのか、確かめる手段がなくてこんなことをするのだろう。

    だったら……。

    「あなたが……、航大さんのものが欲しい……、入れて、わたしの中に……」

    もう限界だった。

    早く彼のものが欲しくて……、欲しくて……。

    「あぁ、夏帆さん……」

    　

    航大はわたしをギュッと抱き締めると、いきり勃ったそれを突き入れた。

    指で散々ほぐされた場所に、圧倒的な質量のものが入ってくる。

    「やぁぁん……あぁぁっ！」

    貫かれる衝撃で、わたしはまた軽く達してしまった。

    「すごい……、夏帆さんの中、熱くてドロドロだ……」

    敏感になりすぎた内壁を、ズリュズリュ……と、擦りあげられる。

    「はぁぁん……、やぁ……、だめぇぇ……っ！」

    「はぁ……、はぁ……、夏帆さんの中、気持ちいい……、すごく気持ちいいよ……」

    もう喘ぐことしかできないわたしの身体を揺さぶりながら、それ以上の愉悦を引き出そうと、彼が何度も抽挿を繰り返す。

    知られてしまった敏感な場所ばかりを狙って抉られ、子宮口までも亀頭でゴリゴリと突き上げられる。

    「ひゃぁぁぁぁんんん……、あぁん……、あぁん……、あぁん……、あぁん……っ」

    信じられないほどの最奥までを犯されて、わたしは気が狂うほどの快楽に、ただただ嬌声を発した。

    閉じることのできない口からは、飲み込めない唾液が溢れ、トロトロと滴った。

    「夏帆さん……、夏帆さん……」

    彼は何度もわたしの名を呼びながら、舌で唾液をすくい取ると、そのまま濃厚な口づけをした。

    お互いの舌がクチュクチュ……と、絡み合い、更なる快感を引き出す。

    「もう我慢できない……、夏帆さんの中に出してもいいですか？」

    今までわたしの了解もなく散々中に射精していたのに、改めて尋ねられると、なぜかキュンと子宮が疼いた。

    彼の全てを受け入れることに、身体が淫らなほど反応した。

    「夏帆さんの中に俺のしるしを刻みたい、夏帆さんが俺を忘れられないように……」

    その声は切なくわたしの耳に届いた。

    彼のわたしに対する想いの深さを感じる。

    「はぁぁん……、あぁ……、あぁ……、きてっ！　航大さんの全てをわたしに……わたしに注いでっ！」

    なにもかも、彼の全てを受け入れたかった。

    彼の熱で、全てを満たして欲しかった。

    「夏帆さんっ！」

    ピストンが激しさを増し、わたしはただただ彼にガクガクと揺さぶられるだけとなった。

    もう何度絶頂に達したのか分からない。

    それなのに、それよりも大きな波がわたしを襲おうとしている。

    「航大……さん……」

    わたしは必死に彼に手を伸ばした。

    「夏帆さん……」

    その手を彼が握り返してくれた。

    もう……それだけで良かった。

    「あぁっ！　夏帆さん……、達くっ！」

    わたしの中で彼のものが膨張したかと思うと、奥深くで弾けた。

    ドクドクと熱い迸りが、女の内部にたっぷりと注がれる。

    わたしはそれを感じながら、広大な海の中へと放り出されたような浮遊感に身を任せた。

    それは緩やかな、寄せては返す波のように、わたしを癒し、幸せへと導いてくれているようだった。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    数日後、それは突然だった。

    いつものように座敷牢で目覚めたわたしたちは、軽い朝食を済ませた。

    その後、彼は漁へと向かうはずだった。

    でも、一旦母屋へ戻った航大は、その手に、わたしの着ていたあの花柄のワンピースと鞄を持って現れた。

    「着替えて下さい」

    彼に促されるまま、わたしはワンピースに着替えた。

    鞄の中から、一番気になっていた携帯電話を取り出すと、圏外だった。

    「充電はしておきましたから、本土へ近付けば使えるようになります。さあ、行きましょうか」

    「あの……、航大さん……？」

    わたしはなにがなんだか分からなかった。

    久しぶりに履くヒールの靴は、違和感があった。

    きっと、ずっと裸足で過ごしていたせいだ。

    航大に手を引かれるまま、離れを出ると、そこには彼の母親の姿があった。

    彼女はわたしの手を取ると、涙ながらに頭を下げた。

    「本当に、ごめんなさい……、許してなんて言えないわね……、本当にごめんなさい」

    「母さん、もう、いいから、行くよ」

    わたしの手から母親の手を離させると、彼は軽トラの助手席にわたしを座らせた。

    運転している間、彼はなにも言わなかった。

    わたしは、なんだか不安でいっぱいになった。

    　

    小さな漁港に着いたとき、なんとなく理由が分かってきた。

    「これが、俺の船」

    彼が指さしたのは、使い込まれて汚れた一隻の漁船だった。

    航大は身軽に船に乗り込むと、わたしに手を差し出した。

    「気を付けて」

    その手に引かれるまま、わたしも漁船に乗り込んだ。

    「適当な場所に座って下さい」

    そう言うと、彼は出航の準備を始めた。

    「あのっ！」

    自分の考えが正しいのか、確かめたくなった。

    「もしかして……」

    「あなたを解放します」

    やっぱり、わたしの感は当たっていた。

    「どうして？」

    それには彼は答えず、黙々と準備を進め、エンジンをかけると、船を動かした。

    初めはゆっくりと、でも、次第に漁港が遠ざかっていく。

    沖へと行くにしたがって、ここが本当に小さな島だったことが分かった。

    島のあちこちに、ポツリ、ポツリと、小さな明かりが見えて、人が住んでいるのだと確認できる。

    わたしは立ち上がると、フラフラと操舵室へと向かった。

    彼は立ったまま舵を握っていた。

    その背中は逞しく、彼が海の男なんだと意識させた。

    「航大さん……」

    わたしは彼の背後から抱き付いた。

    強靭な筋肉に覆われた広い背中、厚い胸板、そして、陽に焼けた太い腕。

    そのどれもが愛おしかった。

    「夏帆さん、今まで、すみませんでした。俺たちの勝手なエゴで、こんな場所まで連れてきて、監禁までしてしまって。向こうに着いたら警察に駆け込んで下さい。罰を受ける準備はできています」

    「そんなことはしないわ。わたしを返す必要もない。あなたとずっと一緒にいたい」

    やっと自分の気持ちに気付けたのに。

    やっと幸せだと思えたのに。

    どうして彼はわたしを……。

    「それはできません。夏帆さんは勘違いしているだけだ。頼れるものが俺しかいないから」

    「そんな……」

    「やっと分かったんです。夏帆さんには幸せになって欲しいって。でも、それは俺にはムリだ。こんな田舎の漁師では、夏帆さんを幸せになんてできない。だから……お別れです」

    彼の決意は固いようだった。

    わたしがなにを言っても、彼は聞き入れてくれない。

    そうしている内にも、船はどんどん海原を進んでいく。

    半日ほどたっただろうか、やっと本島が見え始めた。

    陽は高く、携帯を見ると、三時を回っていた。

    途中、昼食だと言って、彼の母親の手作り弁当を渡されたが、喉を通らなかった。

    本島が近付くにつれ、突然携帯電話が何度も鳴りだした。

    圏外で届かなかったメールが、サポートセンターに保管されていて、それが次から次へと携帯電話に送られてくるのだ。

    誰も探してくれてはいないと思っていたが、どれもわたしのことを心配するメールだった。

    両親や、友達、元の会社の同僚や、元カレまで。

    みんながわたしのことを想ってくれていた。

    そのことがなんだか嬉しかった。

    一人だと、孤独だと思っていたけど、そうじゃなかったのだ。

    船がゆっくりと港に入り、岸に着いた。

    彼はわたしを船から降ろすと、寂しそうに微笑んだ。

    「夏帆さんと出会えてよかった。必ず幸せになって下さい」

    「……」

    なんて返事をすればいいのか分からない。

    このまま彼と別れるのは辛くて、もう一度、彼の胸に抱かれたかった。

    そしてなにもかもを捨てて、彼とあの島に戻りたいと思った。

    でも、携帯電話のメールがわたしの心をぐらつかせる。

    　

    「じゃあ」

    彼は軽く頭を下げると、操舵室へと入ってしまった。

    「あっ！　待ってっ！」

    わたしはなにを言うつもりだったのか、彼に向かって手を伸ばしたが、航大はそれを無視して、船を出航させた。

    遠ざかっていく小さな漁船。

    その操舵室には、航大の大きな背中だけが見える。

    彼は一度も振り返らなかった。

    「ばかぁぁぁぁぁぁっ！」

    わたしは船に向かって叫んだ。

    その瞬間、涙がブワッと溢れ、頬を伝った。

    拭っても、拭っても、涙は枯れることがなかった。

    わたしはいつまでもその場で泣き続けた。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    突然帰って来たわたしに、みんなは大騒ぎだった。

    誰もが、わたしが犯罪に巻き込まれたんじゃないかと思っていたようだ。

    捜索願いまで出されていたが、結婚が破談になったばかりということで、警察では家出人扱いとなっていた。

    航大が言っていたように、人間が一人失踪したくらいでは警察が動かないことを改めて知った。

    実際、わたしは誘拐されて監禁されていたわけだが、そのことについては一切他言しなかった。

    彼とその両親を、犯罪者にはできないと思ったからだ。

    「失恋旅行に行ってて、携帯も電源を切っていた」

    ということで押し通した。

    意外にも、あっさりと、誰もがその嘘を信じた。

    心の奥底では、そうかもしれないという思いがあったのだろう。

    　

    元カレは、わたしが失恋のショックで、自殺でもしたんじゃなかいかと心配していたようだ。

    わたしじゃない女を選んだことで、彼なりに良心の呵責を感じていたらしい。

    年下の新妻は、可愛いけれどわがままで、元カレは振り回されっぱなしのようだった。

    一度だけ二人でランチを食べに行った。

    そのとき、彼は妻に対する不満ばかりを愚痴っていた。

    「お前と結婚すればよかったよ」

    こんな無神経なことを言う男と結婚しなくて、正解だと思えた。

    そしてこのことで、元カレに対する未練はきれいさっぱりなくなった。

    帰り道、携帯電話に登録されたままの彼のアドレスを消去したくらい。

    　

    その後、会社を辞めてしまったことで、わたしは就職活動を始めた。

    一人で暮らすアパートの家賃だって、生活費だって、生きていくためには働かなくちゃならない。

    でも、二十八歳の再就職はなかなか難しい。

    これといったスキルもなく、資格も持っていないからだ。

    ハローワークで紹介してもらえるのは、給料が安くて条件の悪い仕事ばかりだった。

    わたしは貯金を少しずつ食い潰しながら、なんとか就職活動を続けたが、なかなか決まらない。

    都会の日常は、こうやって、慌ただしく過ぎていった。

    　

    「夏帆、ぼんやりしてどうしたの？」

    今夜は流行りの野菜レストランで、女友達と女子会をしている。

    友達とのおしゃべりは楽しいけれど、なにかが足りないような気がする。

    だけど、それがなんなのか分からない。

    「無農薬野菜の温サラダになります」

    この店のイチオシは、蒸し野菜の温サラダ。

    それがテーブルに運ばれてきた。

    「お好きなドレッシングでお楽しみ下さい」

    店員がパッと蓋を開けた途端、ブワッと湯気が立ち上った。

    「うぅ……っ！」

    野菜の蒸された匂いに、吐き気をもよおした。

    わたしは椅子を鳴らして席を立つと、慌ててトイレへと走った。

    洗面台に駆け寄ったが、吐くことはなかった。

    吐き気だけだったようだ。

    ジャァァッと水を流しながら、どことなくこんなシーンをドラマなんかで見たなと思った。

    「まさか……妊娠……？」

    そう考えるとつじつまが合う……だって、もうずっと生理がきていない。

    目の前にある鏡を見た。

    そこには、疲れ切った表情をしたわたしが映っている。

    「航大さんの……子供……だよね……」

    嬉しくて涙が溢れた。

    ずっと苦しかった。

    彼に会いたくて……、会いたくて……、会いたくて……、会いたくて……。

    帰ってからずっと思っていた。

    どうしてここには、波の音が聞こえないんだろうって……。

    どうしてここに、彼がいないんだろうって……。

    「航大さんに……会いたいよ……」

    わたしはそっとお腹を押さえて、その場に泣き崩れた。

    　

    　◆　　◆　　◆

    　

    「お嬢ちゃん、船が出るよ」

    「すいません、乗りますっ！」

    わたしは駆け足でフェリーに乗り込んだ。

    それを確認すると、船がゆっくりと出航した。

    潮風に吹かれながら、わたしは甲板から遠い海の向こうを見つめた。

    妊娠が分かってから、東京都には伊豆諸島と小笠原諸島が含まれていることを調べて知った。

    航大はこの点在する島のどこかにいる。

    なにもかもを捨てて彼の元へ行くことに、不安がないとは言えない。

    でも、子供のためにも……。

    ううん、わたし自身のために、彼の元へと行くことにした。

    彼は自分では、わたしを幸せにはできないと言った。

    だけど、本当の幸せは彼と一緒にいることだとやっと気付くことができた。

    もうわたしのことなんて、好きじゃないかもしれない。

    追い返されるかもしれない。

    それを考えただけで、気持ちが沈むけれど……。

    「ねぇ、わたしに勇気を与えてね」

    わたしはお腹を優しく撫でた。

    この中には新しい希望の命が宿っている。

    きっとこの子が、わたしと彼を繋いでくれるはずだ。

    「航大さん、早くあなたに会いたい……」

    目の前に広がる海は彼へと続いている。

    もう、迷いはなかった。

    　

    （終わり）
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